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合弁解消に伴う特別利益、およびスポット事業の見直しによる特別損失の計上に関するお知らせ 
 
 

 

本日開催の取締役会において、当社とフランス SPOT IMAGE S.A.（本社：トゥールーズ、以下「スポッ

トイマージュ社」という）との合弁会社である東京スポットイマージュ株式会社に関し、合弁事業を解消

するため、当社保有の全株式をスポットイマージュ社へ譲渡すること、ならびに SPOT 衛星画像販売契約の

変更、および当社が保有する SPOT 衛星画像に関する国内の防衛・インテリジェンス市場の独占販売権を非

独占販売権へ変更することを決議いたしました。 

 この結果、平成 23 年 9 月期第３四半期において、下記のとおり特別利益および特別損失を計上する見込

みとなりましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 合弁解消およびスポット事業見直しの経緯と内容 

 当社は、平成 14 年にスポットイマージュ社が保有する光学衛星 SPOT の衛星画像を国内の防衛・イ

ンテリジェンス市場において独占販売する契約を締結する一方で、農業・防災・その他民間市場等で

の事業拡大を目的として、同社との合弁会社である東京スポットイマージュ株式会社を設立し、SPOT

衛星画像の販売事業を積極展開してまいりました。   

      

 しかしながら、近年の価格競争激化などの事業環境変化を背景に、当社は SPOT 事業の再構築を決定

し、平成 22 年 7 月 28 日付け「特別損失の発生に関するお知らせ」でお知らせいたしましたとおり、

スポットイマージュ社との間で日本におけるスポット事業見直しについての交渉を進めてまいりまし

た。このたび同社との交渉合意に達し、販売契約については独占販売権解消により仕入れ価格を圧縮

するとともに、合弁事業を解消し、当社出資全株式をスポットイマージュ社に譲渡することといたし

ました。 

 

 当社における今後の衛星画像事業につきましては、当社が国内での独占販売権を持つカナダ MDA 

Geospatial Services Inc.（本社：ブリティッシュコロンビア）のレーダー衛星 RADARSAT による画像

販売およびソリューション事業に注力することで、防衛・インテリジェンス分野に加えて農業・環境

ほか広範囲での事業拡大を図ってまいります。なお、SPOT 事業についても、スポットイマージュ社の

要請を受けて衛星画像の受信基地局の運営を継続するとともに、非独占販売契約にてお客様のご要望

に応えてまいります。 



 

2. 当該合弁会社の概要 

  商号  東京スポットイマージュ株式会社 

  代表者  エルベ ブッシュバルテール 

  所在地  東京都新宿区西新宿二丁目 7番 1号 

  設立年月  平成 14 年 12 月 

  主な事業内容  衛星画像等販売 

  決算期  12 月 

  純資産 304 百万円（2011 年 3 月末現在） 

 総資産 367 百万円（2011 年 3 月末現在） 

資本金  60 百万円 （当社 49％、スポットイマージュ社 51％） 

 

3. 解消する合弁相手先の概要 

  商号  SPOT IMAGE S.A. 

  代表者  エルベ ブッシュバルテール 

  所在地  フランス トゥールーズ 

  設立年 1982 年 

  主な事業内容  衛星の運用及び衛星画像等販売 

  資本金  18 百万ユーロ 

 

4. 合弁解消ならびに販売契約変更の日程 

 本日付けで、合弁契約解消の合意ならびに販売代理店契約の変更を完了させる予定です。 

 

5. 特別利益ならびに特別損失の内容 

 東京スポットイマージュ株式会社に対する当社出資全株式のスポットイマージュ社への譲渡により、

平成23年 9月期第３四半期において投資有価証券売却益120百万円を特別利益として計上する見込み

です。 

 SPOT 衛星画像の独占販売契約の変更合意により、すでに引当計上している契約損失引当金（「不利

な契約に基づく」損失見込み額）の見積額を見直した結果、平成 22 年 9 月期第３四半期で計上いたし

ました 53 百万円に追加して、平成 23 年 9 月期第３四半期から同契約終了までの損失全額を引当計上

することといたしました。この結果、平成 23 年 9 月期第３四半期において同損失引当金繰入額 121 百

万円を特別損失として計上する見込みです。 

 

6. 業績に与える影響と今後の見通し 

 本計上に係る損益に与える影響は、特別利益および特別損失を計上いたしますが、特別損益として

の影響は軽微であり、平成 23 年 9 月期通期業績予想の修正はございません。 

 

以 上 

 


